
北
陸
三
都
市
連
携
公
演 
大
伴
家
持
・
生
誕
一
三
〇
〇
年
記
念
・
演
劇

万
葉
歌
人
・
大
伴
家
持
の

人
生
を
描
く

和
泉
元
彌

と
よ
た
真
帆

池
上
季
実
子

川
野
太
郎

新
藤
栄
作

大
橋
吾
郎

合
唱
団
・
舞
踊
団

小
笠
原
健

本
多
真
弓

古
村
勇
人

と

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

〈 

前
売 

〉 

4
0
0
0
円

〈 

当
日 

〉 

4
5
0
0
円

平
成
29 

年

11
月

30
日
〈
木
〉

19
時
開
演 

（
18
時
半
開
場
）

主
催　

公
益
財
団
法
人
金
沢
芸
術
創
造
財
団

助
成　

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造　

後
援　

北
國
新
聞
社
、
北
陸
放
送
、
エ
フ
エ
ム
石
川



北
陸
三
都
市
連
携
公
演 
大
伴
家
持
・
生
誕
一
三
〇
〇
年
記
念
・
演
劇

歌
を
通
し
て
大
伴
家
持
公
の
広

く
深
く
細
や
か
な
感
性
と
情
に
触

れ
、
一
気
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た

の
が
一
昨
年
前
。

歌
人
、
大
伴
家
の
長
者
、
政
治
家

と
し
て
葛
藤
し
な
が
ら
も
懸
命

に
生
き
た
家
持
公
を
再
び
演
じ

ら
れ
る
事
を
光
栄
に
思
い
、
皆
様

を
万
葉
の
世
界
に
誘
え
る
よ
う

懸
命
に
生
き
切
り
ま
す
。

和
泉
元
彌

1
9
6
7
年
東
京
都
生
ま

れ
。
学
習
院
女
子
高
等
科
在

学
中
に
モ
デ
ル
デ
ビ
ュ
ー
し
、

1
9
8
6
年
に
ア
ニ
エ
ス
ｂ
の

モ
デ
ル
と
し
て
パ
リ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
等
に
出
演
。
そ
の
後

女
優
に
転
向
し
、
1
9
8
9

年
「
愛
し
あ
っ
て
る
か
い
！
」

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）
で
デ
ビ
ュ
ー
。
以
降
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「S

W
E
E
T
 

S
E
A
S
O

N

」（
日
本
テ
レ
ビ
）、「
贖
罪
の
奏
鳴
曲
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）、

映
画
「
月
の
砂
漠
」、「
陽
だ
ま
り
の
彼
女
」、
舞
台
「
リ
ア
王
」、「
フ
ェ
ー

ド
ル
」
な
ど
多
数
の
ド
ラ
マ
や
映
画
、
舞
台
等
に
出
演
。
ま
た
芸
術
の

造
詣
が
深
く
、
写
真
や
絵
画
の
個
展
を
開
い
た
り
、
京
友
禅
の
絵
師

と
し
て
着
物
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
。
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
「
も
ふ
も
ふ

猫
ま
み
れ 

と
よ
た
さ
ん
ち
の
マ
ブ
猫
22
の
ハ
ッ
ピ
ー
ル
ー
ル
」（
講
談
社

刊
）
が
好
評
を
博
す
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
。

と
よ
た
真
帆

坂
上
大
嬢

1
9
5
9
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
生
ま
れ
。
祖
父
は
歌
舞

伎
役
者
で
人
間
国
宝
の
8

代
目
・

坂
東
三
津
五
郎
。
1
9
7
4
年

ド
ラ
マ
「
ま
ぼ
ろ
し
の
ペ
ン
フ
レ
ン

ド
」（
N
H
K
）
で
デ
ビ
ュ
ー
。
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
『
愛
と
誠
』（
東
京

12

チ
ャ
ン
ネ
ル
）、『
熱
中
時
代
』

（
日
本
テ
レ
ビ
）、『
男
女
7
人
夏
物
語
』（
T
B
S
）、N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
『
草

燃
え
る
』、『
お
ん
な
太
閤
記
』、『
徳
川
家
康
』、『
武
田
信
玄
』
な
ど
に
出
演
。

1
9
8
4
年
『
陽
揮
楼
』（
東
映
）
で
第
七
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
主
演
女

優
賞
を
、
1
9
8
9
年
『
華
の
乱
』（
東
映
）
で
第
12

回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
助
演
女
優
賞
を
受
賞
。
そ
の
他
多
数
の
映
画
、ド
ラ
マ
主
演
の
ほ
か
「
笑
っ

て
い
い
と
も
！
」（
C
X
）
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
、「
遠
山
の
金
さ
ん
」
な

ど
舞
台
に
も
出
演
し
、
多
方
面
で
活
躍
中
。
2
0
1
4
年
に
は
著
書
「
向

き
合
う
力
」（
講
談
社
現
代
新
書
）
を
出
版
し
好
評
を
博
す
る
。

池
上
季
実
子

坂
上
郎
女

1
9
6
0
年
4
月
11

日 

生
ま
れ
。
山
口
県

小
郡
町
（
現
山
口
市
）

出
身
。（
株
）
オ
ス
カ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
所
属
。

1
9
8
5
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
澪
つ

く
し
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。

翌
年
、
「
武
蔵
坊
弁
慶
」
で
源
義
経
を
演
じ
る
。
2
0
0
9
年

の
大
河
ド
ラ
マ
『
天
地
人
』
で
は
榊
原
康
政
役
、
2
0
1
4
年

『
軍
師
官
兵
衛
』
で
は
滝
川
一
益
役
な
ど
大
河
ド
ラ
マ
に
多
く
出

演
す
る
ほ
か
、Ｔ
Ｂ
Ｓ「
キ
ッ
ズ
・
ウ
ォ
ー
」
の
父
親
役
や
テ
レ
ビ

朝
日
『
料
理
バ
ン
ザ
イ
！
』
で
の
レ
ポ
ー
タ
ー
も
長
年
務
め
た
。

以
降
、
映
画
「
千
利
休
本
覚
坊
遺
文
」
や
舞
台
「
滝
の
白
糸
」

に
出
演
。
出
身
の
縁
か
ら
「
山
口
ふ
る
さ
と
大
使
」
に
任
命
さ

れ
て
い
る
。

川
野
太
郎

藤
原
仲
麻
呂

新
藤
栄
作

大
伴
池
主

大
橋
吾
郎

橘
諸
兄

小
笠
原
健

橘
奈
良
麻
呂

本
多
真
弓

大
伴
家
の
家
来
・
み
ず
ち

古
村
勇
人

大
伴
家
の
家
来
・
蓮

1
9
7
4
年
生
ま
れ
。
和
泉
流
十
九
世
宗
家
和
泉
元
秀
の
嫡
男
。
祖
父
は

人
間
国
宝
九
世
三
宅
藤
九
郎
。
4
歳
の
時
「
靭
猿
」
で
初
舞
台
。
9
歳
で

狂
言
最
高
の
格
式
を
持
つ
「
三
番
叟
」
を
披
く
。
史
上
最
年
少
16

歳
で
秘

曲
「
釣
狐
」
、
20

歳
の
時
、
大
曲
「
花
子
」
を
披
き
、
二
十
世
宗
家
継
承
者

成
人
披
露
を
行
う
。
21

歳
で
宗
家
継
承
。
24

歳
で
一
子
相
伝
「
狸
腹
鼓
」
を

真
の
型
で
初
演
。
昨
年
は
、
和
泉
流
の
最
奥
秘
曲
・
三
老
曲
の
内
の
一
つ
「
比

丘
貞
」
を
披
き
、
新
た
な
境
地
に
。
12

歳
で
文
部
大
臣
特
別
表
彰
、
15

歳

で
文
部
大
臣
よ
り
感
謝
状
を
受
く
。
和
泉
流
宗
家
の
自
主
公
演
、
世
界
遺

産
の
伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
と
し
た
神
社
仏
閣
で
の
奉
納
、
地
方
自
治
体
主
催

公
演
、
学
生
に
向
け
て
の
鑑
賞
教
室
、
愛
知
・
上
海
・
ミ
ラ
ノ
各
万
博
で
の

狂
言
公
演
、
海
外
公
演
は
14
ヶ
国
30

都
市
に
及
び
、
狂
言
の
普
及
に
つ
と
め

る
。
ま
た
、
紅
白
歌
合
戦
の
司
会
（
N
H
K
）
や
大
河
ド
ラ
マ
「
北
条
時
宗
」

主
演
、
明
治
座
・
コ
マ
劇
場
な
ど
で
も
座
長
公
演
な
ど
多
方
面
で
活
躍
。
8

月
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『T

A
R

O
 U

R
A

S
H

IM
A

』
特
別
出
演
）
。
ま
た
、
主

演
映
画
「
さ
つ
ま
お
ご
じ
ょ
」
で
ベ
ル
リ
ン
国
際
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
映
画
祭
短

編
部
門
最
優
秀
主
演
男
優
賞
、
映
画
「
陽
は
落
ち
る
」
で
は
、
ミ
ラ
ン
国
際
フ
ィ

ル
ム
メ
ー
カ
ー
映
画
祭
短
編
映
画
部
門
最
優
秀
助
演
男
優
賞
を
受
賞
。

和
泉
元
彌

大
伴
家
持

人
は
運
命
を
切
り
拓
け
る
の
か

争
い
と
熱
情
が
織
り
な
す
人
生
の
結
末
と
は

三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
も
あ
り
、「
万
葉
集
」
を
編
纂
し
た
歌
人
と
し
て
有

名
な
家
持
は
、
歴
代
天
皇
の
警
護
な
ど
に
あ
た
る
大
伴
一
族
の
長
者
で
あ

り
政
治
家
と
し
て
も
名
を
残
し
て
い
る
。 

越
中
国
守
と
な
り
歌
人
と
し
て

翔
い
た
時
代
か
ら
、
都
に
帰
り
「
奈
良
麻
呂
の
変
」
ま
で
の
家
持
の
最
も
華

や
か
し
き
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
時
代
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。 

恋
多
き
男
と

し
て
、
坂
上
郎
女
（
叔
母
）
、
大
嬢
（
妻
）
、
妾
な
ど
と
の
愛
に
揺
れ
な
が
ら

も
、
政
治
の
中
枢
で

藤
原
家
と
の
壮
絶
な

権
力
闘
争
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
く
家
持
、
そ

の

波

瀾

万

丈

の

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
が

始
ま
る
。

陽明文庫伝来三十六歌仙絵「大伴家持」（書：烏丸光広筆　画：不明）

と

玉
く
し
げ
　
二
上
山
に

鳴
く
鳥
の
　
声
の
恋
し
き

時
は
来
に
け
り

と
ぶ
さ
立
て
　
船
木
伐
る
と
い
ふ

能
登
の
島
山
　
今
日
見
れ
ば

木
立
茂
し
も
　
幾
代
神
び
そ

吾
れ
の
み
し
　
聞
け
ば
寂
し
も

霍
公
鳥
　
丹
生
の
山
辺
に

い
行
き
鳴
か
に
も

二
上
山
に
鳴
く
鳥
の
声
が
恋
し
く
て
な
ら
な
い
時
が
、

と
う
と
う
や
っ
て
き
た
。 （
富
山
県
）

と
ぶ
さ
を
た
て
て
祭
り
を
し
て
は
船
材
を
伐
り
出
す
と
い
う

能
登
の
島
山
を
、
今
日
見
る
と
木
立
が
茂
っ
て
い
る
。

幾
代
を
経
て
の
神
々
し
さ
な
の
か
。 （
石
川
県
）

一
人
で
聞
い
と
っ
て
も
寂
し
い
も
の
だ
。

あ
の
方
が
い
る
丹
生
の
山
で
も
行
っ
て
鳴
い
て
く
れ
。

（
福
井
県
）

見
ど
こ
ろ

家
持
と
北
陸

政
治
家
・
歌
人
で
あ
る
家
持
の
〝
人
間
〞
に
鋭
く
迫
る
日
本
で
初

め
て
の
本
格
的
な
演
劇
で
あ
る
。
家
持
は
、
妻
・
大
嬢
だ
け
で
な
く
、

あ
ま
た
の
女
性
と
恋
の
歌
を
交
わ
し
た
恋
多
き
男
で
あ
る
。
家
持

29
歳
の
時
、
越
中
国
守
へ
の
単
身
赴
任
に
よ
り
二
人
は
離
れ
離
れ

に
、
夫
婦
に
試
練
が
訪
れ
る
。
二
人
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
夫
婦

の
真
実
の
愛
を
深
め
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
幻
想
的
な
ラ
ブ
シ
ー
ン

が
前
半
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

後
半
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
男
た
ち
の
激
し
い
戦
い
に
。
台
頭
し
て
き

た
藤
原
仲
麻
呂
一
族
と
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
く
大
伴
一
族
と
の

壮
絶
な
権
力
闘
争
が
山
場
を
迎
え
る
。
家
持
は
一
族
存
亡
を
賭

け
て
大
勝
負
に
で
る
。
家
持
と
仲
麻
呂
と
の
１
対
１
の
が
っ
ぷ
り

四
つ
の
名
芝
居
が
圧
巻
で
あ
る
。〝
愛
〞
あ
り
〝
戦
い
〞
あ
り
の
、
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
あ
ふ
れ
る
、
楽
し
く
て
し
か
も
心
に
ず
し
っ

と
残
る
〝
舞
台
〞
が
幕
を
開
け
る
。

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
布
施
実
）

家
持
は
越
中
国
守
と
し
て

現
在
の
富
山
県
に
派
遣
さ
れ
た
5
年
間
、

北
陸
三
県
の
美
し
い
景
色
に
魅
了
さ
れ
、

数
々
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
。

合
唱
団

特
別
参
加

舞
踊
団

市
民
参
加
の
一

環
と
し
て
、
各

開
催
地
で
選
出

し
た
合
唱
団
と

舞
踏
団
が
舞
台

を
彩
り
ま
す
。

作
・
脚
本

竹
山
洋

音
楽

三
枝
成
彰

演
出 

大
杉
良

舞
台
監
督

川
崎
耕
平

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

布
施
実



金沢市文化ホール

〒920-0864

石川県金沢市高岡町15番1号

TEL 076-223-1221

【アクセス】 JR金沢駅バスターミナル東口

3番・8～11番乗り場よりバスにて「南町・

尾山神社」下車、徒歩約3分。
鱗町

香林坊

金沢城公園

片町

犀川

尾山神社

兼六園
兼六園下

橋場

むさし

金沢市文化ホール

金沢市役所

金沢21世紀
美術館

ニューグランドホテル

JR金沢駅

TAKAOKA

KANAZAWA

ECHIZEN TOKYO

 平成 29 年11月2 6日（日）14 : 0 0 開場 /  15: 0 0 開演
場　　所  　  高岡市民 会 館（高岡市古 城 1- 3）

お問合 せ  　  高岡市 市長 政 策 部文化 創 造 課　TE L 0 76 6 -2 0 -14 52

高 岡
公 演

平成 29 年11月2 8日（火）18:3 0 開場 /  19 : 0 0 開演
場　　所  　  越 前 市 文化センター（越 前 市 高瀬 2 - 3 - 3）

お問合 せ  　  越 前 市 文化センター　電 話 番 号 0 778 -2 3 - 5 0 57

越 前
公 演

平成 29 年1 2月5日（火）18: 0 0 開場 /  19 : 0 0 開演
場　　所  　  なか のZ E RO 大ホール（中野区もみじ山文化センター）

お問合 せ  　  高岡市 市長 政 策 部文化 創 造 課 TE L 0 76 6 -2 0 -14 52

東 京
公 演

全国４都市公演！

関連プログラム

金沢ナイトミュージアム

主演のお二人による舞台のみどころをたっぷりお聞き

ください。

出演者 ｜ 和泉元彌、とよた真帆

日　時 ｜ 2017年10月1日（日）

　　　 ｜ 開場17:30 / 開演18:00 （約60分）

会　場 ｜ 金沢21世紀美術館 シアター21

参加費 ｜ 無料

定　員 ｜ 先着150名

問合先 ｜ 076-223-9898 （金沢芸術創造財団・平日のみ）

波乱の人生 大伴家持を語る

前売 4,000円 / 当日 4,500円 ※全席指定

チケット料金 9月1日販売開始

●  金沢市文化ホール　TEL 076-223-1221
●  石川県立音楽堂チケットボックス　TEL 076-232-8632
●  ローソンチケット（Lコード 57139）
●  チケットぴあ（Pコード 480-879）

チケット取扱

公益財団法人金沢芸術創造財団 事業課

TEL 076-223-9898（平日9:00～17:00）

www.kanazawa-arts.or.jp

お問合せ

北

陸
三
都

市

連

携

公

演

大

伴

家

持
・
生

誕
一
三
〇

〇

年

記

念
・
演

劇
と

うらうらに　照れる春日に　ひばり上がり　心悲しもひとりし思へば （出典：万葉集巻十九・四二九二より家持の絶唱）

春の日が暮れるともなくのんびりと照らしている空に、ひばりが一羽囀りながら天高く上って行った。

私もひとり天空に吸い込まれるように切なく悲しい。ひとりで考え事をしているので。

【表 紙の 歌】

18:30開場 / 19:00開演

金沢市文化ホール（金沢市高岡町15-1）

平成 29 年 11 月30日（木）

私たちは金沢芸術創造財団の芸術活動を応援しています。（五十音順）

金沢市分譲住宅建設協力会（一般社団法人石川県木造住宅協会）、 株式会社橋本清文堂、株式会社ポルテ金沢、 JA金沢市、 ホクモウ株式会社、 吉田宣伝株式会社


